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FSO のテニュアトラック教員は，平
































































から解析を行いました。15q11-q13 領域，約 10Mb に
わたり各々の遺伝子座の核内配置を DNA-FISH で解析
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10-9：Excellent, 8-7: Very good, 6: Good, 5-4: Fair，
3-1：Poor
審査項目 (2), (3) は学内審査委員により評価をしました。
各項目それぞれ 5 点満点。
＜評価の目安＞














　私は，平成 24 年 4 月より金沢大学・学際科学実験セ
ンター・遺伝子研究施設の准教授に着任します。自身の
研究を発展させることは勿論ですが，学際科学実験セン
ターの教員として，学内研究者への研究支援，地域社会
への学術研究の理解に積極的に取り組んでいこうと考え
ております。また，大阪大学・金沢大学・浜松医科大学・
千葉大学・福井大学連合小児発達学研究科の教員として，
「自閉症」をはじめとする神経発達障害の「研究」と「教育」
に積極的に従事し，一人でも多くの優秀な学生を輩出で
きるように取り組む所存です。今年から本格化する国家
基幹研究事業「脳科学研究戦略推進プログラム」におき
ましては，東田先生，三邉先生，棟居先生と密に連携し，
オキシトシン治療効果の脳内分子機構の解明に取り組む
ことで，少しでも金沢大学におけるオキシトシン治療研
究に貢献できるよう努力していきます。
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